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▲連合福井　矢野会長
　「すべての組合が要求書を提出し、
　労使でしっかりと話し合う春闘に！」

『未来をつくる。みんなでつくる。』2022 春闘スローガン

　２月４日（金）鯖江市嚮陽会館にて、連合福井第３５回地方委員会を開催し、各構成組織からの地方委員、特別地

方委員出席のもと、第４９回衆議院議員選挙総括等の報告および、２０２２春闘方針、第２６回参院選の対応方針を確認・

決定しました。

　今地方委員会では、出席代議員数を大幅に制限し特例で委任状を設けたこと

や、不織布マスク着用、十分なソーシャルディスタンスの確保、時間短縮など

基本的な感染防止対策の徹底と運営における諸対策・特例対応を講じた上での

開催としました。

　冒頭のあいさつに立った矢野会長は、ここ２０年ほどを振り返り、日本の賃金・

可処分所得が低下し続けていることや、格差が拡大・固定化していると指摘し、

「２０２２春闘を機に利益が労働者へ適正に分配されるよう、そして、格差の課
題についても労使でしっかりと話し合う春闘にしてほしい。」と、すべての組合
が要求し交渉することの意義などを訴え

ました。また、政治・選挙に対するスタ

ンスにも触れた上で、組織運動として「（連合福井を）当たり前のことが当た
り前にできる組織にしていきたい。そして、当たり前のことができた時に、
次の新しい活動が生まれる。引き続き皆さんと一緒に頑張っていきたい。」と
力を込め呼びかけました。

　地方委員会は議長団に選出された大谷地方委員（ＵＡゼンセン）、高岸地方

委員（運輸労連）により議事が進められ、主要活動報告・議案共にすべて満

場一致で承認・可決されました。

　本日確認された方針に則り、２０２２

春闘、今夏の参議院選挙、そして組織

運動としての取り組みを、連合福井一

丸となって頑張りましょう！

一致団結ガンバロー！！

▲橋岡事務局長から報告と提案
　・主要活動および第49回衆院
　　選総括の報告
　・第２号議案「第26回参院選
　　取り組み方針(案)」の提案

▲井本資格審査・
　運営委員長から報告

▲勝見副会長から開会
　あいさつ

▲笹山副会長から閉会
　あいさつ

▲佐々木執行委員から
　地方委員会アピール（案）
　の上程

▲岡本局長から第１号議案
　「２０２２春季生活闘争
　方針（案）」の提案

▲寺島地方委員会書記から
　祝電披露

▲議長団に選出された
　ＵＡゼンセン 大谷地方委員（左）と
　運輸労連 高岸地方委員（右）

▲自治労 池内地方委員

▲県教組 政實地方委員
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【比例代表選挙】【比例代表選挙】
構成組織擁立候補予定者一覧構成組織擁立候補予定者一覧

経済の後追いではなく経済・社会の活力の原動力となる経済の後追いではなく経済・社会の活力の原動力となる

選挙区と産別組織内比例代表との連動した取り組みを展開！

構成組織、地協等と連携した体制構築へ！

選挙区と産別組織内比例代表との連動した取り組みを展開！

構成組織、地協等と連携した体制構築へ！

を積極的に求めるを積極的に求める「人への投資」「人への投資」 『未来づくり春闘』！『未来づくり春闘』！

▲２０２２春闘方針は
　ＰＤＦでご覧頂けます
　（賃金・働き方の補足資料付き）

（１）賃金制度の把握と確立・整備
労働組合として自らの賃金制度（賃金実態等）を把握し、実態に応じて以下①～③に取り組む

①賃金制度（定期昇給制度含む）のない組合については、まずは制度作りに取り組む。

②賃金制度（定期昇給制度含む）が既にある組合は、制度内容を確認・点検する。

③確認・点検の後、必要に応じた制度整備（改善）を図る。

（２）企業内最低賃金協定の取り組み（実態に応じて以下①～③に取り組む）
①未協定の組合は、まずは企業内最低賃金の協定化に取り組む。

②対象者が限定されている場合は、すべての労働者が対象となるよう締結拡大を図る。

③協定されている水準（額）の引き上げを図る。

（３）労働法に対する法令遵守と定着化・格差是正への取り組み
①法改正の主旨に沿った対応に労使で取り組む。

②労使協議により、法律以上の条件整備に取り組む。

③職場内において、「あらゆる格差」の有無を点検し、不合理な格差が

　あれば是正に取り組む。

【すべての組合が取り組む課題（ミニマム運動課題）】【すべての組合が取り組む課題（ミニマム運動課題）】

　２０２２春季生活闘争における基本構想は、コロナ禍にあっても「働くことを

軸とする安心社会」の実現に向け、働く仲間が共闘し未来への一歩を踏み出そう
ということにあります。

　連合福井の方針策定にあたっては、「労働組合が『人への投資』を積極的に求め、５年後１０年後の未来の姿を描
き、そこに到達する道筋を考えていく『未来づくり春闘』」を掲げた連合方針を基調に、連合福井が行った労働条件
調査や個別賃金実態調査など、福井県の実態を加味し組み立てています。
　これまで進めてきた「賃上げの流れ」の継続や、「コロナ禍にあってもすべての働く者が安心・安全に働くことの

できる環境整備」などの基調方針を継続しながらも、これまで以上に賃上げを社会全体に波及させることや、格差
是正の流れを加速させることに、より力点を置いた方針としています。
　加えて、「分配」については、生産性三原則に基づき進めてきた中で、「成長しても分配されてこなかった」事実を
まずは重く受け止める必要があり、私たちの基本スタンスは「分配を進めるのは労働組合の責務であり、分配の起
点は『人への投資』である」ことを基軸に置いていることです。
　連合福井においても、春闘を「総合生活改善闘争」と位置づけ、中小・地場交渉組合への支援強化と、福井県内の
すべての働く人たちのために成果を広く波及させるため、働く仲間の力を結集し、それぞれの置かれた立場を尊重
し合いながら未来につながる春闘にしていきます。

連 合 福 井 2 0 2 2 春 闘 方 針（抜粋）連 合 福 井 2 0 2 2 春 闘 方 針（抜粋）

連合福井「第26回参議院議員選挙への対応について」（抜粋）連合福井「第26回参議院議員選挙への対応について」（抜粋）

✓賃金水準闘争を強化し、「人への投資」を継続的に行う。
✓実質賃金の長期低下傾向を反転させるため、全体で賃上げに取り組む。

○月例賃金の取り組み 
すべての組合が月例賃金の改善にこだわり、それぞれの賃金水準を確認しながら取り組む！

選挙区候補予定者の推薦
決定について（対応方針）
※現段階で候補予定者が決定し

ていないため、今後の推薦手

続きと選定にあたっての考え

方を確認した。

✓候補者の擁立段階から立憲民
主党福井県連と連携を密にし、

情報共有ならびに意見反映を

行う。

✓政党からの推薦要請後、速や
かに執行委員会を開催し、必

要に応じて産別・地協の意向

を確認後、「構成組織・地協代

表者合同会議」において決定

する。

○中小組合の取り組みとして、賃金実態が把握できないなどの事情がある場合
　総額１０，５００円以上を目安に賃上げを求める。

【賃上げ要求】　今こそ賃上げを起点に『経済の好循環』を起動させる！
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賃金カーブ維持相当分
4,500 円（1年・1歳間差）

中小組合の平均賃金
（25万円）×２％＝5,000 円

格差是正分
大手と中小の平均賃金の
差（5万円）×２％＝1,000 円

＝総額 10,500 円以上＋ ＋

ＵＡゼンセン

自動車総連

自治労

電機連合

基幹労連

ＪＰ労組

日教組

電力総連

情報労連

川合　孝典

浜口　誠

鬼木　誠

矢田　わか子

村田　享子

柴　慎一

古賀　千景

竹詰　仁

石橋　通宏

国民・現

国民・現

立憲・新

国民・現

立憲・新

立憲・新

立憲・新

国民・新

立憲・現

かわい　　　たかのり

はまぐち　　　まこと

　おにき　　　まこと

や  た　　　 わかこ

むらた　　　きょうこ

しば　　　しんいち

こ  が　　　 ちかげ

たけづめ　　ひとし

いしばし　　　みちひろ

構成組織 氏　　名 所属等


